
※本アプリの利用料は無料ですが、
　ダウンロードおよびご利用には
　別途通信料がかかります。

原子力アプリ

避難単位（避難地区）を選択

①ＱＲコードなどからアプリ をダウンロードしてください。

② 「お名前」・「お住まいの地区」・「避難方法」・「配慮が必要な点の該当有無」を登録してください。

1　AppStoreやGooglePlayで.

と検索することでもダウンロードできます

原子力災害時の情報伝達 につい今回は

【平常時モード】 【緊急時モード】

登録は簡単です！！　ぜひご利用ください！！　登録方法は右ページをご覧ください

普段からご自身の避難先や現在地近くの空間放射線量
率などの情報が確認できるほか、万が一の原子力災害
時には、「緊急時モード」に切り替わり、自治体から
の登録された地区に合わせた情報がプッシュ通知で届
き、とるべき行動（避難・屋内退避）や避難先などを
案内します。

避難に時間がかかる方は一般の方より
も早い段階で避難指示がでるため、該
当する方は、「する」を選択します。
（発電所から5ｋｍ内地区のみ）

※「ニックネーム」での登録も
可能です。登録した名前で
避難などの指示が呼びかけ
られます。

手順① お名前を
登録 手順② お住まいの地区を登録

※市町村、大字、避難単位等 手順③ 避難方法
を登録 手順④ 配慮が必要

な点を登録

てご紹介します

市町村を選択

町名・字名等を選択

原子力広報いばらき
PAZ・UPZ版

第8号

◆
お住まいの方へ
※30km圏外の方へ配布されることもあります。

見開きにしてご覧ください。

保 存 版

「実効性ある避難計画」

　県では、原子力広報いばらきを２種類（PAZ・UPZ版、全県版）発行しています。本紙では東海第二発電所
から30km圏内にお住まいの方に対して、避難計画策定に向けた主な課題と取組状況について順次ご紹介してい
ます。一方、全県版（県広報紙「ひばり」9月号折り込み）では、東海第二発電所の安全性の検証状況などをご
紹介しています。

　万が一、原子力事故が発生した場合、住民への情報伝達は、防災行政無線やテレビ、ラジ
オ、ホームページ、ＳＮＳ等、様々なツールを活用することとしていますが、原子力災害時の
屋内退避や避難のタイミングは、原子力事故の状況やお住いの地域によっても変わってきま
す。そのため、県は、お住いの地域に応じた適切な行動を各個人に正確かつ分かりやすく
お伝えする手段として、「いばらき原子力防災アプリ」を開発し、運用を開始しました。

＜原子力災害時の情報伝達＞

＜「いばらき原子力防災アプリ」とは＞

策定に向けた主な課題と取組状況について

東海第二発電所から30km圏に

PAZとは、東海第二発電所から約5km圏、
UPZとは、約5～30km圏の地域のことです。

以上で登録完了です！ 約２分！！ 

③お住まいの地域に合わせた情報が届きます（裏面をご覧ください） 



見開きにしてご覧ください。

▶今回の内容についてのご意見は、下記までお寄せください。
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原子力安全対策課
ホームページ

住所：〒310-8555 水戸市笠原町978番6  TEL：029（301）2922  FAX：029（301）2929
E-mail：gentai@pref.ibaraki.lg.jp

茨城県防災･危機管理部　原子力安全対策課

茨城県　原子力安全対策課 検索

【平常時モード】 

（災害時の避難所情報） 

【緊急時モード】 

（当該地区に出ている指示） 

した

①あらかじめ決められた「避難所（一時集合所）」が確認できます

②現在地近くの空間放射線量率が確認できます

③原子力の基礎知識を学ぶことができます

平常時にできること 災害時には自動で切り替わります

避難指示発令

緊急時にできること

＜登録者の家族など（30ｋｍ圏内）の情報を追加する場合＞

登録の際に避難方法として「自家用車」を選択した方には「避難所」が、
「自家用車以外」を選択した方には「一時集合所」が、表示されます。
「一時集合所」とは、バスなどで避難する方などが一時的に集合する場所の
ことです。
※現在、避難所の調整を進めており、「調整中」と表示される地区があります。
　また、表示されている避難所についても、今後変更となる場合があります。
※ここで表示されている避難所は、「避難経由所」などの住民の方がまず向かう
べき場所となります。

①自治体から発信された情報が確認できます

常磐道⇒県道５号

②避難経路が確認できます


